
令和７年度
後発医薬品の使用促進検討会議

日時：令和７年12月22日（月）午後６時から午後７時まで

開催方法：WEB開催（WEBex Meeting）
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報告事項



１ 後発医薬品の現況について
• 後発医薬品産業が、品質や安定供給の観点から脆弱性を抱えている現状を踏まえ、厚生労働省は2013年

に策定したロードマップを改訂し、2024年９月に「安定供給の確保を基本として、後発医薬品を適切に
使用していくためのロードマップ」を策定している。また、新目標においてバイオ後続品の数値目標が新
たに副次目標の１つとして設定されたことを踏まえ、ロードマップの別添として「バイオ後続品の使用促
進のための取組方針」を策定している。

• 新たな目標値が定められたほか、安定供給・国民の信頼確保・新目標達成に向け、国や都道府県、医薬品
業界が取り組むべき施策がまとめられている。

• 令和５年７月に示された「第四期医療費適正化基本方針」においては、都道府県による効果的な取組とし
て、薬効別の使用割合のデータ等を把握・分析することにより差額通知の実施を支援することや、フォー
ミュラリの周知が明記されている。

• 令和５年７月に、医薬品の適正使用に資するフォーミュラリガイドラインとして「フォーミュラリの運用
について」がとりまとめられている。
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新ロードマップにおいて示された目標値
医薬品の安定的な供給を基本としつつ、後発医薬品の数量シェアを2029年度末までに全ての都道府県
で80％以上（継続）

【主目標】

① 2029年度末までに、バイオシミラーが80%以上を占める成分数が全体の成分数の60%以上
② 後発医薬品の金額シェアを2029年度末までに65％以上

【副次目標】



１ 後発医薬品の現況について
• 本県においては、平成20年度から「後発医薬品の使用促進検討会議」を設置し、後発医薬品

の使用促進にかかる環境整備として各種事業を実施しているところであり、第４期茨城県医療
費適正化計画（令和６～11年度）にも、目標の一つとして「後発医薬品及びバイオ後続品の使
用促進」を盛り込んでいる。
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（参考）第４期茨城県医療費適正化計画
https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/koso/kokumin/koso/tekiseika/index.html

【計画期間における医療費の見通し】

2029 年度（計画期間最終年度）において165億円の医療費適正化効果を試算



１ 後発医薬品の現況について
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〇後発医薬品使用割合（数量ベース）の算出方法
後発医薬品の使用割合＝

（後発医薬品の数量）／（〔後発医薬品のある先発医薬品の数量〕＋〔後発医薬品の数量〕）

【補足】計算式中の「数量」とは？
・薬価調査による数量：保険医療機関及び保険薬局に医薬品を販売する営業所等の全数を対象に

調査したデータが主に使われているので「販売数量」となる。
・調剤医療費の動向による数量：保険薬局で、レセプト電算処理システムで処理された調剤レセ

プトデータをもとに分析したものであり、院内処方（入院、院内調剤）及び紙レセプトを含ま
ない数値になるので「調剤数量（使用数量）」となる。

〇後発医薬品使用割合（金額ベース）の算出方法
後発医薬品の使用割合＝

後発医薬品の金額（薬価ベース）／

「後発医薬品の金額（薬価ベース）＋後発医薬品のある先発品の金額（薬価ベース）」



１ 後発医薬品の現況について
○後発医薬品の使用状況（数量ベース）（％）
～「最近の調剤医療費(電算処理分)の動向」から～

5

全 国（％）茨 城 県（％）年度
81.481.0令和２年度
82.081.7令和３年度
83.283.0令和４年度
85.885.6令和５年度
88.488.4令和６年度
91.391.1令和７年度（R7.10月時点）

○当県の後発医薬品の使用状況（金額ベース）（%）：55.6%【令和６年12月公表値】
〇バイオシミラーが80%以上を占める成分数：19成分中２成分（10.5%）【2023年度】

（参考）バイオシミラーが70%以上を占める成分数：19成分中４成分（21.0%）【2023年度】



先発品・後発品の品目数について
（令和７年12月５日現在）

全品目12,590のうち、約38.7％にあたる4,867品
目が後発医薬品として収載されている。

長期収載品の選定療養制度について
令和６年10月から、医薬品の自己負担の新た
な仕組みとして、「後発医薬品のある先発医
薬品（長期収載品）の選定療養」が開始して
いる。
長期収載品の処方等又は調剤をする場合は、
医療上必要がある場合を除き、通常の一部負
担金に加え、特別の料金（先発医薬品と後発
医薬品の差額の４分の１程度）を徴収するこ
ととなった。
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１ 後発医薬品の現況について

品目数
2,520後発品なし先発品
1,387後発品あり
4,867後発品
3,816その他の品目※

12,590計
※「その他の品目」とは

局方品（品質規格等が公定されており、
先発品・後発品の区別がないもの）、漢方
エキス製剤、生薬、生物製剤（ワクチン、
血液製剤等）、承認が昭和42年（1967年）
以前のもの。
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（厚生労働省「調剤医療費の動向について（R7.12.1発表分）」より 全国使用割合）
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（厚生労働省「医薬品供給状況にかかる調査（2025年10月）」）抜粋

mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou
/iryou/kouhatu-iyaku/04_00002.html
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【令和７年度 茨城県から国への要望（抜粋）】
1. 医薬品の品質確保のため、引き続き、国が主導的に各企業に対し、製造管理及び

品質管理体制の徹底を指導すること。
2. 医薬品の安定供給確保の観点から、薬価制度の見直しのほか、医薬品の供給不足

を未然に防ぐため、国が増産等要請を行う体制について、より実効性の高い運用
を検討すること。

（厚生労働省「医薬品供給状況にかかる調査（2025年10月）」）抜粋

（厚生労働省「医薬品供給状況にかかる調査（2025年10月）」）抜粋

（厚生労働省「医薬品供給状況にかかる調査（2024年11月）」）抜粋



２ 県の取組みについて
（これまでの主な事業）

⑴会議等の開催
【薬務課主催会議】

茨城県後発医薬品の使用促進検討会議（12/22）
茨城県後発医薬品の使用促進ワーキンググループ会議（9/10）
※ワーキンググループ会議では、より具体的な方策を検討

【保健所主催会議】
後発医薬品使用促進地区協議会

※地域の実情把握及び使用促進施策の検討・実施
（H26～27年度）水戸、土浦保健所
（H28～29年度）日立、潮来、筑西保健所
（H30～R1年度）常陸大宮、つくば保健所

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/yakumu/yakuji/yakumu/kouhatuiyakuhin/kentoukaigi.html
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２ 県の取組みについて
（これまでの主な事業）

（２） 県民への啓発
鉄道、バスへの使用促進ポスターの掲示
日刊新聞（読売、朝日、毎日、産経）への広告の掲載
後発医薬品に係るラジオ放送
啓発用資材（リーフレット、クリアファイル等の作成配布）
ＷＥＢバナー広告
一般県民対象の出前講座（後発医薬品に関する情報提供）
イベントを活用した啓発（薬と健康の週間等）
医療福祉費受給者への啓発（保健政策課国民健康保険室）
県広報（SNS（県公式・保健医療部X）、茨城県庁デジタル
サイネージ、県民手帳）
各情報媒体への記事の寄稿（茨城県歯科医師会報、茨城県薬
剤師会報、茨城の国保 等）
市町村と連携した情報発信（資材提供、会議等での説明等）
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イベント掲示風景

イベント用ポケットティッシュ令和７年度チラシ



２ 県の取組みについて
（これまでの主な事業）

（３） 安心・安全の推進（※令和７年度実績）
県内で流通する後発医薬品の試験を実施（検査中）
県内後発医薬品製造所に対し、薬機法に基づく立入検査の実施（３件）

（４） その他の取り組み
医療福祉費受給者への啓発（保健政策課国民健康保険室）
市町村における差額通知の推進（保健政策課国民健康保険室）
生活保護受給者への対応（福祉人材・指導課）
令和５年度レセプトデータ分析（フォーミュラリ導入削減効果試算・バイオシミラー置換試算）
フォーミュラリの策定・バイオシミラー使用促進に関するアンケート調査の実施 12

検体数試験内容
27検体定量試験
14検体崩壊試験
14検体溶出試験

使用促進事業のみならず、監視指導業務を通じて県内の後発医
薬品製造所に対し、製造管理・品質管理上の指導を行う。

県内の卸売販売業や薬局に流通する後発医薬品について、県の
薬事監視員が実際に事業所に立ち入り、医薬品の収去試験を
行っている。



２ 県の取組みについて（令和７年度の事業）
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備考啓発媒体等実施時期実施内容
県内を走る公共交通機関
（電車、バス）にポス
ターを掲示

電車・バス合計843台R7.10.1～R7.10.31鉄道、バス車内へ
のポスター掲示

読売新聞、朝日新聞、毎
日新聞、産経新聞期間中に合計10回R7.8.1～R7.8.31日刊新聞への広告

の掲載
「続けようジェネリック
医薬品」「バイオシミ
ラーをご存知ですか」を
放送予定

LuckyFM茨城放送
合計105回
（医薬品全般に係る内容）

R7.4.1～R8.3.31ラジオＣＭ

リーフレット、クリア
ファイルを作成し、イベ
ント等で配布

県内イベントを活用
（薬と健康の週間等）（通年）啓発用リーフレッ

ト等の作成、配布

PC・スマートフォン・タ
ブレット等で、クリック
広告を設置

掲載媒体：Google
対象年齢を若年層（10～
30代）に限定

R7.8.1～R7.8.31対象年齢を絞った
ＷＥＢバナー広告

（１）県民への啓発

参考



２ 県の取組みについて（令和７年度の事業）
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備考啓発媒体等実施時期実施内容
お薬説明会などを活用し、
後発医薬品の情報を提供
(協力：茨城県薬剤師会)

40回程度
（講師派遣事業の活用）（通年）一般県民対象の出

前講座

10月17日～10月23日を中
心に医薬品の適正使用な
どを県民へ周知

県内25箇所
（街頭くすりの相談所）R7.9月～R7.12月イベントを活用し

た啓発

X：月１回程度投稿
後発医薬品の情報を掲
載）

県公式・保健医療部X
県庁デジタルサイネージ
令和８年県民手帳

（通年）県の広報媒体を活
用した啓発

茨ひよりをメインとした
15秒動画・アナウンスを
放映

県内ファミリーマート
（FamilyMart Vision設
置：206店舗）

R7.8.5～R7.8.18
ファミリーマート
におけるデジタル
サイネージ広告

各会報に後発医薬品・バ
イオシミラーに係る記事
を投稿

茨城県歯科医師会報
茨城県薬剤師会報
茨城の国保 等

（通年）各情報媒体への記
事の寄稿

（１）県民への啓発（続き）

参考



２ 県の取組みについて
（令和７年度の事業）

（２）安全・安心の推進
県衛生研究所において、県内で流通する後発医薬品の試験を実施。
薬務課において、県内後発医薬品製造所への立入調査を実施。
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（３） その他の取り組み
医療福祉費受給者への啓発（保健政策課国民健康保険室）
市町村における差額通知の推進（保健政策課国民健康保険室・市町村）
実施時期：令和７年12月～令和８年１月頃（見込み）
生活保護受給者への対応（福祉人材・指導課保護グループ）
実施時期：令和７年４月～令和８年３月（通年）
第36回茨城県薬剤師学術大会での発表（薬務課）
実施時期：令和７年11月30日
国（厚生労働省）関係会議において、医薬品安定供給に関する意見・要望の提出（薬務課）

庁内各課や市町村の
取り組みの詳細は、
別添資料を参照



バイオシミラーの普及啓発
後発医薬品の普及啓発に加え、バイオシ
ミラーの普及啓発を行う。
他保険者が実施するバイオシミラー使用
促進事業等へ協力する。

後発医薬品等に係る研修会の開催・協力
後発医薬品やバイオシミラーの適正使用
の観点から、関係者あての研修会を開催
する。
他機関（国保）への研修資料提供や会議
等の出席による情報提供
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２ 県の取組みについて
（令和７年度の事業）

講師所属講演内容講師氏名
日本ﾌｫｰﾐｭﾗﾘ学会副理事長
(横浜市立大学附属病院薬剤部)

地域フォーミュラリの
方向性や学会での取組み小池 博文１

市立三次中央病院 顧問
(地域医療連携推進法人
備北ﾒﾃﾞｨｶﾙﾈｯﾄﾜｰｸ 副理事長)

広島県・備北地区での
実践と成果永澤 昌２

【後発医薬品等の適正使用に関する研修会】令和７年12月22日 午後７時15分から午後８時30分

（３） その他の取り組み（続き）
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